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20 世紀後半からの現代科学の発展はめざましく、この

宇宙の起源から地球の誕生、そして地球上の生物進化、

われわれ現生人類への進化過程も克明に解明されてき

た。また遺伝子学や認知科学との共同により、人間の心、

そして文化や宗教がなぜ発達したのかという問題への生

物学的基盤も明らかになり、宗教の人間学的起源が解明

されつつある。宗教研究は、大きな挑戦をうけている。 
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はじめに 

 
20 世紀後半から現代科学は驚異的な発展を遂げてきている。この宇宙

の起源、ヒッグス粒子の確認に見られる物質誕生に関わる素粒子の世界

の解明、そして地球の誕生と生物の進化、ついにはわれわれ現世人類（ホ

モ・サピエンス・サピエンス）の誕生の経緯も克明に解明されてきた。

人類学、考古学、遺伝学、それらの総合としての社会生物学や進化生物

学による人類進化の研究成果には目を見張るものがある。 
他方、動物や人間の身体メカニズムの生理学的研究、とりわけ神経学

や脳科学の進展と情報科学が、言語学や心理学と結合して認知科学とい

う分野が発展した。そして上記の進化生物学と結びついた進化心理学等

によって「脳と心」の研究が大きく進展し、1990 年代に入ると、神など

の超越者についての観念を含む宗教現象の研究へと進出してきたのであ

る。 
認知科学への発展過程や社会生物学・進化生物学の誕生についての詳

細は安西祐一郎の入門書（安西, 2011）や藤井修平の研究（藤井, 2012）
などを参照していただきたいが、このような研究の結果、様々な宗教文

化が人間の「こころ」、およびその基盤となる「脳」によって生み出され、

社会集団の維持・発展に必要な文化として形成されてきたと考えるべき

だという主張が生まれた。本稿では、それらの成果の一部を紹介し、何

故、人間は文化を、そして宗教を持つにいたったのか、そもそも人間に

とって宗教とは何だったのかを考えていく。そして、その成果が宗教研

究に突きつけた課題を考えていきたい。 
 

 

1.人類の進化史と文化 

 

まず近年の人類学、霊長類学、考古学、動物学、そして地球科学や物

理学の成果から解明された人類進化の過程から追っていこう。 この宇宙
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の誕生から現生人類の誕生までを時系列でまとめると以下のようになる。 

 

137 億年前  ビッグバンにより宇宙の誕生。  
46 億年前 惑星・地球の誕生。           
2 億年前  巨大なゴンドワナ大陸から分離した現インド大陸がユ

ーラシア大陸に衝突。 
5,000 万年前 ヒマラヤ山脈が姿を現す。 
2,200 万年前 ゴンドワナ大陸から南北アメリカ大陸が分離。 
700 万年前  ヒマラヤ 5 千メートル級に隆起。 
700 万年前  類人猿（チンパンジーなど）と猿人（ヒトの祖先）の

分化。 
440 万年前  ラミダス猿人（アルデピテクス・ラミダス）。森林生活。

四足歩行。    
420-390 万年前 アナメンシス猿人（アウストラピテクス・アネメンシ

ス）。「湖畔の人」ケニア北部トルカナ湖。 
350 万年前  アファール猿人（アウストロピテクス）。エチオピア北

東部ハダール地方ウダ・ハダール川畔アファール低地。

脳 450-500ml。二足直立歩行の初期、初歩的石器。 
250 万年前  ホモ・ハビリス （才能あるヒト）。タンザニア・オル

ドバイ渓谷、ケニア・トルカナ湖東岸。剥片石器、肉

食の開始。脳の巨大化（700ml）。初歩的言語の発達。

文化を獲得し進化速度の急上昇。 
200 万年前  ホモ・エルガステル（肉食・脳 900ml）、 パラントロ

プス（草食・脳 500ml）。 
170 万年前  ホモ・エレクタス（直立するヒト）。東アフリカ。アフ

リカを出る（ジャワ原人、北京原人へ）。脳 1000ml
を越える。火の使用開始。 

35 万年前  ホモ・サピエンス・アルカイコ（智恵あるヒト）。 
30 万年前  ネアンデルタール人（ホモ・サピエンス・ネアンデル

タレンシス）の出現と繁栄。仲間を埋葬。超自然的な
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ものや死後の世界を考えた最初の人類。脳 1400ml。
アフリカからヨーロッパ中心に人口 50 万人。 

20 万年前  新人（ホモ・サピエンス・サピエンス）の出現。東ア

フリカ。現生人類の祖先。脳 1400ml。 
5 万年前  新人の一群が出アフリカ。アラビア半島南岸から海辺

沿いに東へ。 
3 万年前頃  ネアンデルタール人の死滅。この時期以降、新人は南

極を除く地球上のすべての大陸に移住。1 万 5000 年

前ごろにはアラスカに到達。1 万年前頃には南米の先

端まで辿りつく。 
 

(1)ホモ・サピエンス・サピエンスの誕生 

約 137 億年前にこの宇宙が誕生し、46 億年前頃に惑星・地球が誕生

した。それ以来、地球上の陸地や海、大気の度重なる大きな変動を経な

がら、徐々に生物が誕生し、進化してきた。5-20 億年前に南半球にあっ

た巨大なゴンドワナ大陸が北上して現在のアフリカ大陸になるが、2 億

年前に一部が分離して巨大な現インド大陸が北上をはじめてユーラシア

大陸に衝突する。1 億 2000 万年前には、アフリカ大陸と南米大陸が分

離した。約 5000 万年前にユーラシア大陸とインド大陸との衝突の圧力

で現ヒマラヤ山脈が隆起し始めた。 
4000 万年前頃からアフリカ大陸と現在のアラビア半島を引き裂くよ

うな地殻変動によって紅海地溝帯が形成され始め、アフリカ東部の大地

溝帯が生まれていく。なお、紅海とインド洋がつながったのは、かなり

後の 520-164 万年前の頃であるという（福井・赤坂・大塚, 1999:11-12）。
2200 万年前頃には南アメリカ大陸とアフリカ大陸がさらに大きく分離

し、大西洋が生まれる。この分離で、共通の祖先を持っていた旧世界サ

ルと新世界サルが分化して別々の進化過程を歩み始めた（フェイガン）。

旧世界ではヒマラヤ山脈の隆起が続き、700 万年前頃には 5000 メート

ル級の巨大な尾根を築くようになった。その結果、ユーラシア大陸中部

から南下する気流がヒマラヤで乾燥し、それが中東からアフリカ大陸に
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かけて吹き付けて、その一帯を乾燥させることになった。同じ頃、アフ

リカの大地溝帯が大きく隆起し、活発な火山活動によって高い山々もで

き、地溝帯東部の乾燥化が進んでサバンナが形成されていった。また断

層活動による陥没も激しく、河川や湖に富んだ起伏の激しい地形が形成

されていった（三井, 33）。 
ちょうどこの700万年前頃、場所もアフリカ大地溝帯にそった地域で、

類人猿と猿人 (1)の分岐が起こり、ヒトへの進化過程が始まった。大地溝

帯から西の地帯には森林が残り、隆起した大地溝帯領域とその東部は低

い木々と草原のサバンナ地帯となったことが、この分岐の原因とも考え

られている。遺伝子学の研究によると、ヒトとチンパンジーのミトコン

ドリア染色体のDNA分析の結果、類人猿と猿人の分岐が起こったのは約

500-700 万年前であり、ヒトの間で最後の分岐が起こったのは 30-15 万

年前であるという（カヴァーリ=スフォルツァ, 77, 113-124. 三井, 
112-119. 文末図 1）。 
遺伝子学による説を裏付ける人類学者による発掘調査も、1990 年代に

急速に進展した。東京大学の諏訪元らがエチオピアで発掘し、1994 年に

発表したラミダス猿人（アルディピテクス・ラミダス）は 440 万年前の

ものであり、チンパンジーらと分岐した直後の人類化石として、当時世

界中の注目を集めた（埴原, 48）。その後も発掘競争は続き、2002 年に

はフランスの研究チームが 700-600 万年前の最古の人類「サヘラントロ

プス・チャデンシス」の完全な頭骨を発見した。脳容量は 360-370ml
とチンパンジーなみで、分岐直後の化石であることが注目されたが、そ

れだけでなく発見地がアフリカ中央部のチャドだったことから、人類は

当時アフリカの幅広い地域で生存したことを示していた（三井, 269）。
その後も、ツゲネンシス（600-580 万年前）、カダハ（580-520 万年前）、

アナメンシス（420-390 万年前）などの猿人の化石が次々と発見されて

いったが、これらはケニアやエチオピアなどアフリカ東部で見つかって

おり、進化地が大地溝帯周辺の湖沼地帯に集中していたことが示されて

いる。またこの段階ではヨチヨチ歩きで、完全な二足歩行ではなかった

ようである。 
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360 万年前頃に生息していたと見られるアファール猿人（アウストラ

ピテクス・アファーレンシス）の化石が、1974 年に発見されたが、ヒト

としての特徴がはっきりと現れてきた。最初に発見された個体は保存状

態が良く、頭骨のほか、ほぼ全身が分かる遺骨が出土した。女性であっ

たので「ルーシー」と名付けられたが、それは発掘していたアメリカ・

フランス合同調査隊のキャンプで当時流行していたビートルズの 
“Lucy in the sky with diamond” のレコードが鳴っていたからである。

ルーシーは約 320 万年前のものと見られ、発見地はエチオピア北東部ハ

ダール地方のウダ・ハダール川畔アファール低地であった。脳は 400ml
弱でチンパンジーと大差ないが、身長は 1m とやや小柄であった。二足

直立歩行の初期段階の特徴を示しており、初歩的な石器も使っていたら

しい。アファール猿人が二足歩行をしていた痕跡は他にもあり、大地溝

帯を奥地に遡ったタンザニアのラエトリで約360年前のものと見られる

足跡化石が見つかっている。親子 3 人が歩いた痕跡が 27m にも渡って

続いていたのである（埴原, 49-57）。 
現生人類への道のりは、まだまだ遠いが、250 万年前頃にやっと現代

人につながる原人（ホモ族）が誕生する。「才能あるヒト」と名付けられ

たホモ・ハビリスである。タンザニア・オルドバイ渓谷やケニア・トル

カナ湖東岸などで化石が発見されたが、彼らが剥片石器を作成して動物

の肉体を処理し、肉食を開始した痕跡が残っている。その結果でもある

のか、脳が 700ml へと巨大化している。この段階で「道具を作るための

道具」を製作するなど行動が複雑になり、初歩的言語も発達してコミュ

ニケーション能力が飛躍的に発達した。集団内での知識や考え方の共有

が高まり、それらを次世代に伝達することが可能になるなど、「文化」を

形成しだしたことによって進化速度が急上昇していった（埴原, 88-90）。 
サルから猿人へ、そして原人への進化が起こった場所は、アフリカ東

部の大地溝帯の周囲である。進化を遂げた人類の祖先が、いよいよアフ

リカを出て、世界へと歩み出す段階がきた。170 万年前に東アフリカで

生存したと考えられるホモ・エレクタス（直立するヒト）である。この

タイプの化石が最初に発見されたのはジャワ原人（110-70 万年前）であ
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り、北京原人（80-23 万年前）として発見された化石も同種のものであ

った。彼らの最大の特徴は、火の起こし方と利用法を獲得したことであ

る。その結果、多様な食材を調理して食べることができるようになった。

また深い洞窟の奥で火を灯して居住できるようになり、炉辺が家族生活

や集団活動の中心となり、夜でも行動が可能になった。他の動物からの

襲撃を防ぐためにも有効であった。人類の夜更かし癖は、このころから

始まっていたのである。移動範囲と行動時間が飛躍的に増大したと考え

られる。こうして 50 万年前頃には冷涼な気候にも適応できるようにな

り、東アジアの北京周辺にまで移住していったのである（フェイガン, 
79-82. 埴原, 94-118）。 
その後も様々な進化による分岐が続いたが、約 30 万年前、ついにわ

れわれ現生人類（ホモ・サピエンス・サピエンス）の祖先が誕生した。

ホモ・サピエンス・アルカイコ（智恵あるヒト）を経て誕生したネアン

デルタール人（ホモ・サピエンス・ネアンデルタレンシス）である。優

秀な狩猟採集民であって、ヨーロッパを中心に熱帯、温帯の広い範囲に

適応して生存した。人口は最大時で 50 万人ほどに達したと推測されて

いる。そればかりではない。脳の大きさは 1400ml に達し、抽象的思考

が大きく発達して、超自然的なものや死後の世界を考えた最初の人類と

言われている。イラク北部のティグリス川上流の山中にあるシャニダー

ル渓谷の洞窟で発見されたシャニダール 4 号人骨は、明らかに土を掘り

下げて「埋葬」されており、さらに遺骨の周辺からは花の破片と花粉の

化石が多数見つかった。仲間を埋葬し、何種類もの花々を野山から摘ん

で帰り、死者に供えて埋葬儀式を行ったと見られている。この人骨は「花

と共に埋葬された最初の人類」と称されたが、死を悼み、死後のための

埋葬品を飾る葬送儀礼の始まりとも考えられる（赤澤, 2000:227-234）。
ネアンデルタール人の埋葬の跡はほかに幾つか発見されており、さらに

アナグマを石板の櫃に丁寧に埋葬した遺跡も発見されている。アニミズ

ム（精霊崇拝）の原初形態とも言え、超自然的世界についての観念があ

った証拠である（埴原, 209-210）。 
4 万年ほど前には、彼らは分布地を広げてヨーロッパから中央アジア
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へと拡がっていった。その間、ヨーロッパなどでは次に誕生する新人と

共存していたと考えられるが、3 万年前頃には死滅している。その後の

氷河期という気候の激変に適応できなかったか、進出してきた新人に駆

逐されたのか、消滅した原因はいまだ不明である。 
約 20 万年前、ついに現代人の直接の祖先ホモ・サピエンス・サピエ

ンス（新人、現生人類とも称する）が、やはり東アフリカ大地溝帯で誕

生した。脳はネアンデルタール人とほぼ同じ 1400ml 前後であるが、発

音能力に優れて音声言語が著しく発達し、高いコミュニケーション能力

を駆使して、集団での狩りや共同生活に優れていたと考えられる。埋葬

の痕跡も増え、さらにフランスやスペインの大西洋岸で多くの洞窟壁画

を遺すなど、芸術的行為を行い、文化レベルは飛躍的に高度化した。彼

らの一群は、5 万年前頃に紅海南端からアラビア半島南岸方面へとアフ

リカを旅立ち、海辺沿いに西へと進み、一部は海路、オーストラリア大

陸へと進出し、他方はインド西部から中央アジアへ、そこから西のヨー

ロッパへ、一部は東のユーラシアへと進出し、さらに獲物を追ってシベ

リアと東北アジアに達して、モンゴリアン種として繁栄した（ウェイド, 
2007）。 

25,000 年から 15,000 年前にかけての大氷河期に、海面の大幅降下に

よってシベリアとアラスカが繋がったが、このベーリンジア陸橋と呼ば

れる回廊を、東北アジアの新人の一部は獲物を求めて移動していったと

考えられている。こうして最初のアメリカ人が生まれた。彼らは 15,000
年前頃にはアラスカに到達し、カナダのエドモントン近郊では 11,500
年前の化石が発見されて、クロヴィス人と呼ばれている。中国型歯列を

持った後期旧石器狩猟採集民と分類される彼らは、やがて氷河期が終わ

って草原が広がってくるに従って新大陸を急速に南下し、1000 年ほどで

南米の端へ到達したという（フェイガン, 120-128, 259-260. 文末図 2）。
こうして現生人類は南極大陸を除く地球上のすべての大陸に移住を果た

していき、その過程で極めて多様な気候・環境の下で生存する能力を獲

得していったのである。 
 



現代宗教 ２０１４ 

 259 

(2)現生人類の特徴:類人猿との違いは何か 

現在の生物進化に関する諸科学の研究成果をもとに、現生人類（ホモ・

サピエンス・サピエンス）誕生の過程を概観してきた。人類の進化に関

する理論には、世界の複数箇所で誕生して進化したとする複数起源説も

かつてはあったが、現在では、アフリカでの単一起源説が有力である。

想像を絶する長い進化の過程をへて、現生人類は約 700 万年前に類人猿

と分岐してヒトへの進化の過程を辿りはじめ、さらに 680 万年を経て出

現した。この事実をもってして、まず言えることは、この世界そして人

間は神による 7 日間（実質は 6 日間）の天地創造によって生まれたので

はないということである (2)。 

従って、その身体的特徴の多くは動物としての遺伝によるところが大

きい。現生人類のミトコンドリア染色体DNAの遺伝子構造の 98.4%が、

体毛に覆われた類人猿チンパンジーと同じであり、ゴリラやオランウー

タンよりもチンパンジーに近い (3)。しかし、現生人類はこの長い進化の

過程の最後の一瞬に、質的に巨大な進化を遂げた存在である。それは「文

化」を獲得したことで進化の速度が加速度的に上昇したためであるとい

われている。その文化的進化を遂げた現代人へと続く現生人類を、「人間」

と呼ぶことにする。分かりやすくするために、チンパンジーとの相違を

動物的側面から順に列挙してみると以下のようになろう。 

 
地球上で最も繁殖した動物。現在、人間の総数は 69 億を超え (4)、

一日 30 万人ずつ増加。 
二足直立歩行。両手の発達。無毛。霊長類の中で最大の脳とペニス

を持つ。 
水を恐れない。水と遊び、泳ぎ、潜る。 
集団生活をし、共同体を形成。集団で狩りをする。 
道具を使用し、かつ道具を作成する道具を発明。 
火の利用法を獲得。明かりを灯し、安全と暖房をも確保。夜更かし

になる。煮炊きする（調理）ことで、食物の範囲が拡大。その結果、

旺盛で豊かな食生活。肉食と草食・海藻などあらゆるものを食べる



 260 

雑食性。 
衣服を作り、住居を建てる。異なった気候や環境、またその変化に

対応が可能に。 
旺盛な好奇心を持ち、探検好き。アフリカを出て世界へ拡散。 
豊かな身振りとゼスチャー、顔の表情。騒々しくて、おしゃべり。 
言語などシンボル操作力の高度な発達。コミュニケーション能力の

高度化。 
芸術的活動の展開。宗教的世界の創造。 

 

相違点や独自性は他にも挙げられようが、この中で注目すべき点は、

人間は大規模で複雑な集団生活を送ることである。この特徴も直接の要

因は、動物としては小さな個体であり、非力であることによる。直立二

足歩行は、四足歩行の動物より走る速度は遅く、単独や少数では生きら

れない。旺盛な食欲を満たす食糧の確保も必要となり、狩りや採取、栽

培などに集団で対処する必要がある等々の理由から、猿人としての早い

段階から集団生活を送っていたと考えられる。集団生活で重要なのは個

体間の緊密なコミュニケーションであり、そのため身振りやゼスチャー、

そして「言語」が飛躍的に発達した。ある特定の身振りや音声に、特定

の意味を付与して、意志を伝えあう行為は、シンボル（象徴）を駆使す

る能力であり、それが極めて高度かつ複雑な体系として発達したものが

言語のシステムである。この言語を発達させたことで、人類は高度な文

化と意識や心を発達させることができ、他の動物には見られない独特の

主観的意味世界に生きる存在となっていった。この点については、後に

詳しく述べる。 
言語と並んで、ある意味ではそれ以上に重要で独特な現生人類の特徴

は、芸術的表象文化を発展させたことである。絵画による美術表現であ

り、楽器による音楽表現の誕生である（三井, 136-138）。絵画では、人

類最古の洞窟壁画がフランス南東部のショーベ洞窟で見つかっている。

年代は約 3 万年前である。有名なものはフランスのドルドーニュ川上流

ヴェゼール渓谷で発見されたラスコー洞窟の壁画群やスペイン北部海岸
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のサンタンデル近郊のアルタミラ洞窟の天井画である。年代は 17,000
年から 12,000 年前である。これらは通称クロマニヨン人と呼ばれる後

期旧石器時代人が遺した最初期の芸術である。そこには跳躍する馬や牛、

ビゾンやマンモスなどの動物たちの姿とともに、抽象的な線刻画や顔の

ない人間、鳥の頭部と羽をまとった呪術師のような者などが描かれてい

た。彼らが何を意図して、それらを描いたかは知る由もない。小さく非

力な裸のサル同様の先人が、制御できない自然の中で力強く躍動し、繁

殖する動物たちを畏敬の念で眺め、そこに神秘的で圧倒的な生命の力を

感じたのかもしれない。また、それらの動物たちは彼ら狩猟民の食料で

もあった。動物たちの繁殖の度合いと捕獲量は生存に直接大きく影響し

た。洞窟壁画は、自分たちの生命を支えてくれる動物たちが、豊かに永

く繁殖し、たくさん捕獲できるようにとの豊饒への祈りや願いの表現で

あったかもしれない。 
しかし少なくとも、この段題で人類が、自然の対象物を抽象化してと

らえ、イメージとして記憶し、さらに、その記憶を特定の場所に描く行

為をしていたのは確かである。描く行為は単なる模写ではない。そこに

は描く人間による動物や自然などに対する理解や意味、願望が投影され

る。言いかえれば、その段階で、人類は自然環境に直接的に適応して生

きる動物から決別し、自然や現実をさまざまな形象や記号などのシンボ

ル（象徴）によってとらえ、それらのシンボルを自分なりに解釈し意味

を与えて、自然的世界と異なる「主観的な意味の世界」を生みだし、そ

の中で生きる存在となったことを示している。カッシーラーのいう「シ

ンボルを操る動物」（animal symbolicum）の誕生である。 
 

 

2.進化生物学（evolutionary biology）と 
 認知科学（cognitive science）の発展 

 

このような人類学、考古学、また地球科学などの成果を背景に、この

ような進化がなぜ起こったのか、さらに人間に特有の文化や宗教はどの
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ような要因によって形成され、いかなる役割を果たしてきたのかという

問題に対する科学的研究が 1970 年代以降急速に進展してきた。その主

要なものが進化生物学と認知科学の分野である。それぞれの発展と考え

方の概要を見てみよう。 

 

(1)社会生物学から進化生物学へ 

生物の進化に関する現代生物学は、19世紀にチャールズ・ダーウィン

が提唱した「地球上の生物は個体の突然変異によって、ある環境への適

応度が高まった種が、自然選択（自然淘汰）(5)されることで進化する」

という「進化論」が出発点である。その後、ダーウィンの自然選択説を

基本にしつつ、集団遺伝学、系統分類学、古生物学、生物地理学、生態

学などの成果を取り入れて生物の形質の進化を説明することが主流にな

った。これを総合説またはネオ・ダーウィニズムと呼ぶ。ダーウィンの

時代は遺伝子もDNAも発見されていなかったが、これらの分子生物学の

成果を取り入れてさらに新しい総合説が形成され、今日の進化生物学へ

と展開してきた。 

この分野内でも見解の対立はあるが、人間の社会的行動や文化・宗教

現象をも、その自然科学的理論を適用して解明できると主張するのが、

「社会生物学」の提唱者であるハーバード大学のエドワード・ウィルソ

ン（1929~）と、『利己的な遺伝子』（1976）で有名となり、『神は妄想

である』（2006）を上梓して宗教界に衝撃を与えた英オックスフォード

大学のリチャード・ドーキンス（1941～）である。またハーバード大で

のウィルソンの後輩にスティーブン・J・グールド（1941~2002）がい

た。グールドは 1973 年にハーバード大の比較動物学の教授となり、70
年代にウィルソンとともに生物進化に関する研究と論争、裁判などに活

躍する。しかしグールドは上記の二人と異なり、科学と宗教が互いの領

域に干渉すべきでないと考え、NOMA（Non-Overlapping Magisteria）
「重複することなき教導権」の概念を提唱した。1999 年の著書『神と科

学は共存できるか？』とThe Hedgehog, the Fox, and the Magister’s 
Pox (2003)で、この概念を発展させた。彼は、科学は事実と理論を扱い、
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宗教は究極的な意味と道徳的な価値を扱うべきであり、両者は棲み分け

できるはずだと主張する (6)。 

ここでは論争の中心となったウィルソンの説を中心に紹介する。ウィ

ルソンは専門のアリなど社会性昆虫の研究のみならず、生物地理学や社

会生物学など多くの分野で多くの業績を残したが、1975 年の大著『社会

生物学』、および 1978 年の『人間の本性について』は生物学界に衝撃を

もたらし、いわゆる「社会生物学論争」を引き起こした。ウィルソンは

「社会生物学」を「あらゆる社会行動の生物学的基盤の体系的な研究」

と定義し、1970 年代までの個体群生態学、集団遺伝学、動物行動学の知

識を統合した「新たな総合」（New Synthesis）と位置づけた。そして「動

物の行動を含むあらゆる形質が遺伝子の突然変異と自然選択 （淘汰）に

よって進化し、複雑な社会的行動も、生得的に、つまり遺伝的に組み込

まれている」と結論づけた。そして、社会性昆虫の行動を説明するため

に用いられたこの進化理論を、ヒトを含めた動物全体の社会的行動の説

明に適用し、社会生物学を新たな科学の分野として成立させようとした

のである。晩年になると、その構想はさらに拡大し、社会生物学に社会

科学や人文科学の分野をも包摂し、人間の心、精神（mind）の最深部ま

でをも、その射程に入れようとした。つまり、人間の心や文化の発達に

も生物としての基盤があり、それを「自然選択による適応」という自然

科学的視点からとらえようとしたのである。 
定量化できない心的領域にまで自然選択論を広げた彼の理論は、同僚

のグールドやドーキンスからも厳しい批判を受け、また「人種差別主義

者」、「優生思想」、「ファシスト」と罵られ、学会場に押しかけた批判者

にコップの水をかけられるという騒ぎさえ起きたという。しかし、そう

した騒動にもめげず、彼は社会科学と哲学・倫理学に見られる「環境決

定論」や「文化相対主義」に対して、豊富な自然科学的データを引用し

つつ逐一批判をくわえ、政治的攻撃に対してもまじめに学問的に反論し

続けている。 

その後、彼自身の説も進化を続け、遺伝学や脳科学の研究成果を更に

組み込み、あくまで「自然科学主義」「ナチュラリスト」としての立場を
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堅持しつつ、後の「心の理論」（Theory of Mind）へと連結するような

「他の生物に関心を抱く、人間の生得的傾向」という『バイオフィリア』

（1984）概念を提唱したり、遺伝―文化共進化論を補強したりと発展し

てきた (7)。さらに「新たな総合」に人類学や社会学と生物学との統合を

強く主張した『知の挑戦―科学的知性と文化的知性の統合―』（1998）、
宗教との融合を意識したかのような『創造』（2006）などを刊行してい

る。 
ウィルソンは後年、自分の研究を「人間社会生物学」であると称した

が、この分野はのちにハーバード大学の同僚で人類学者でもあったアー

ヴィン・デヴォアやトリヴァースらの教え子に当たるレダ・コスミデス

やジョン・トゥービー、ミシガン大学教授で社会生物学の支援者だった

リチャード・アリグザンダーらによって「進化心理学」として成立した。 

 

(2)脳科学・認知科学の発展 
認知科学も複数の科学研究領域の総合によって生まれた分野である。

それは人間の脳の研究である「脳科学」「脳神経学」が大幅に発展したこ

とと、コンピューターの発達に見られる情報科学、情報処理技術の発達

によって、人工知能研究と心理学が融合し、人間の心や意識がいかにし

て生じるのか、それらがどのような働きをしているかを解明しようとす

る研究分野ということができる。 
認知科学という呼称は、イギリスのロンゲット=ヒギンズ卿が、1973

年に刊行された政府の報告書の中で、機械を用いた知能の研究が人の思

考や知覚の研究に役立つことを提唱して、数理科学、言語学、心理学、

生理学の諸分野が統合的に関わる学問領域を「認知科学」（cognitive 
science）と呼んだことに始まる。その後、1970 年代に、心理学、神経

科学、言語学、情報科学の諸分野をリードしていたハーバード、MIT、
スタンフォード、カーネギーメロン、エジンバラなどの各大学が拠点と

なって認知科学の営みが世界的に展開していった（安西, 172-173）。日

本においても認知科学は大きく発展しており、理学・医学系の安西祐一

郎や酒井邦喜、坂井克之、茂木健一郎、下條信輔、哲学の信原幸弘ほか
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によって、脳と言語、脳と心の研究が、人工知能の研究とともに進展し

ている。 
認知科学による人間の言語や心の研究は、言語と脳との関係を初めて

明確に提唱したノーム・チョムスキー（1928~）から始まる。しかしそ

の下地は、20 世紀初頭のフェルディナンド・ソシュール（1857~1913）
による構造言語学にあったと言えよう。ソシュールの著作は少なく、死

後に学生達が講義ノートを整理して出版した『一般言語学講義』（1926）
が知られる程度である。ソシュールは、それまでの言語学が各地の言語

の歴史的研究や系統学的研究（通時態の研究とソシュールは呼んだ）で

あったのに対し、諸言語の規則的な部分（ラング）を共時態として比較

研究し、言語がある音声と、そこに付与された意味とが恣意的に結合し

た記号（シンボル）の体系であることを明らかにしたことは周知のこと

である。そして、この言語のシステムとそれによって表現された文化シ

ステムが、物質世界とは独立した意味世界を形成し、物質世界はむしろ

言語体系によって区分され、構造化され、意味づけられていくことを発

見した。 
ソシュールの段階では、しかし言語体系の恣意性が強調され、人間の

脳の働きとは結びつけられていなかった。しかしその後、ヤコブソンら

プラーグ学派による「音素」や諸言語に共通な「文法」の発見を経て、

チョムスキーが 1957 年に画期的な著作『文法の構造』を著し、言語能

力は脳の働きに依存し、人間の認知システムは、進化によって発達した

本能であるという言語生得説、普遍文法論を提唱して、言語学と認知科

学に一大革命を起こしたのである。 
チョムスキーの衝撃は大きく、その影響下に脳と言語、脳と心の科学

的研究が大きく進展したことはいうまでもない。その詳細を記す時間も

能力もないが、人間の心・精神の働きは脳の一千億を超える細胞とそれ

らを結ぶ神経細胞（ニューロン）が織りなす活動によって生みだされる

ものであること、その核にあるのは言語であり、それは①ソシュールの

言うように、記号としての「音声」（または手話）と、それに付与された

「意味」の組み合わせという「シンボル」としての構造を持ち、②一定
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の文法規則に従って、音声

などの言語要素を並べるこ

とで、意味を表現し伝達で

きるシステムであるが、③

この言語能力、特に単語を

並べる文法規則は、心の一

部として人間に備わった生

得的な能力である事などが

明らかになってきた。つま

り心・精神は脳の働きによ

る生命現象であり、脳が遺伝や発生・分化などの生物学的基盤に支えら

れている以上、心も生物学的現象と考えられるのである。脳と心、言語

の関係を図示すると、上のようになろう。さらに心は、直感や勘、さら

に情動のように言語化されない働きも含むが、心の主要な働きは言語と

密接に結びついており、言語が知覚対象や意識、記憶を特定し、概念化

して表象するとともに、時間軸上に、物事の因果推論を行い、記憶して

いく働きを司っているのである（酒井, 第 1 章）。 
認知科学による宗教現象の科学的説明は、1990 年代に入ると海外にお

いて盛んに行われるようになり、一定の学派が形成されたといえる状況

である。特に、ダニエル・デネット、パスカル・ボイヤー、I・ピシュア

イネンらは進化生物学や人類学、先史考古学などの成果をも取り入れて、

世界に遍在する宗教現象をヒトが進化の過程で形成した「心」の産物で

あり、宗教は超自然的現象ではなく、人間による「自然現象」として捉

える点などで、方法論や問題意識が共通している（藤井, 105）。また、

ニューバーグやダギリなどの脳科学、脳神経学（brain neurology）によ

る脳内現象として神秘体験を解明する研究、またチョムスキーを越えた

とされるスティーブン・ピンカーの言語・心と脳についての研究も極め

て興味深いものである。彼らの代表的著作は邦訳されており、巻末にま

とめてあるので参照していただきたい。 
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3.「宗教」再考への機運 

―宗教とは人間にとって何であるのか― 

 

(1)進化心理学の誕生―進化生物学と認知科学の結婚― 

進化生物学と認知科学の両分野は新たな総合を進め、1992 年のコスミ

ダスらの著作『適応した精神』で「進化心理学」の成立が告げられ、カ

リフォルニア大学サンタバーバラ校には「進化心理学センター」が設立

された。デネットはこれを「社会生物学と認知心理学の結婚」と呼び（デ

ネット, 653）、ウィルソンは「進化心理学は（自分が提唱した）人間社

会生物学と同一と見なされる」と歓迎した（ウィルソン, 2002:185）。こ

の発展は、宗教の捉え方、また従来の宗教研究に対する大きな挑戦でも

ある。 
欧米の宗教研究では既に認知科学、進化心理学の方法を積極的に導入

する動きが加速しはじめている。科学的宗教研究を標榜して 1985 年に

設立された「北米宗教学会」（NAASR）は、当初から認知科学を説明モ

デルとして採用することを提唱していたが、2006 年には「国際宗教認知

科学学会」（IACSR）が発足し、それまで宗教現象学や宗教史の牙城で

あった「国際宗教学宗教史学会」（IAHR）の 2010 年度トロント大会に

参加し、基調講演や多くの個別セッションで研究発表を行った。当の

IAHR 自体もその大会で客観主義的研究、科学的宗教研究の方針を明確

化した。また比較神話学の分野でも、現世人類の誕生と文化的進化を前

提とした「世界神話学」を、国際比較神話学会会長のマイケル・ヴィツ

ェル・ハーバード大教授等が提唱している。 
日本の宗教研究における認知科学、進化心理学の導入は始まったばか

りである。筆者の知る限り、日本で最初にこのテーマに取り組んだのは

南山宗教文化研究所であり、2005 年度からプロジェクト「科学・こころ・

宗教」（Global Perspective on Science and Spirituality Project）を開始

し、翌年のシンポジウムをへて、『科学・こころ・宗教』（スワンソン, 2007）
を公刊した。カトリック教会は、生命倫理の問題が盛んに論議された時
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もそうであるが、現代科学の成果を積極的に吸収する姿勢が見受けられ、

そのような傾向が影響しているのかと思われる。また星川啓慈、芦名定

道、沖永宣司らが、脳科学と宗教についての論議にいち早く参入して批

判的に取り組みはじめ（芦名・星川, 2012）、井上順孝が宗教心理学や宗

教社会学など従来の科学的宗教研究との接合を模索し、新宗教研究にも

それを応用しようとしている（井上, 2012）。また藤井修平は、それらの

学問の全体的動向と宗教研究への可能性を理論的に探究し、認知科学と

進化生物学の理論群は、これまで自明のものとされていた 3つの断絶（物

質と精神、動物と人間、自然科学と人文・社会科学）を埋めるものと評

価している（藤井, 2012）。ただ進化生物学の宗教研究への応用は、筆者

の不勉強もあって余り見当たらず、松村一男が世界神話学の方法を用い

て日本神話の再構成に、増澤知子が宗教起源論の再構成に、それぞれ挑

戦している。宗教学者以外では、長谷川眞理子が動物行動学の領域から

人間行動と宗教の関係について挑んでいる (8)。 
 

(2)進化心理学による宗教論 

社会生物学、進化生物学、脳科学、認知科学、そして進化心理学へと

発達してきた人間の研究において、宗教はどのように捉えられるのか、

筆者が興味を覚えた主張を紹介していく。 

 
①エドワード・ウィルソン 

社会生物学、広くは生物の進化における重要な焦点の 1 つは、様々な

動物に見られる「利他的行動」の問題であった。「働きアリ」や「働きバ

チ」のように自身を犠牲にして女王に仕えるような行動が何故起こるの

か、という謎である。機械的な自然選択論では、自分自身という個体の

繁栄、増殖をめざす利己的行動の強いものが生き残る確率が高いはずで

ある。それを説明するのに同時代の生物学者ハミルトンは「血縁選択説」

を提唱し、自己犠牲的な行動を取る一部の個体によって、同じ血縁の集

団全体が繁栄するなら、利他的行動をとった個体の遺伝子も同集団内で

増えることになり、利己的行動の変種と考えた。ウィルソンもその説を
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取り入れ、それを「集団選択説」へと発展させた。ある集団、群れが特

定の環境下での生存競争に打ち克って繁栄するかどうかは、その集団内

に自己犠牲を払ってまで集団の維持・増殖に献身する個体の数の多さに

よると考えるのである。 
長足な進化を遂げ、巨大な脳を発達させた人間においても、利己的行

動と利他的行動が観察できるが、人間の場合は単純な遺伝子レベルでの

本能の発現ではない。ウィルソンは遺伝子―脳―学習機能―文化を連携

させる概念群から考える必要を唱え、まず血縁選択に基づく遺伝的な利

他的行動を「芯の堅い」利他主義（hard-core altruism）と、血縁関係

のない人々への互恵的な行為も多く見られる人間の利他的行動を「芯の

柔らかい」利他主義（soft-core altruism）とを区分する（ウィルソン, 
1997: 284-290）。人間の利他的行動も、ごく近縁な血縁者に対してなさ

れる場合は「芯の堅い」利他主義が働くが、われわれの多くの利他的行

動は本質的に「芯の柔らかい」タイプの行動である。人間の利他的行動

には道徳心や弱者への共感、罪の意識、欺瞞、両面感情などが媒介とな

る。それは脳の発達によって文化的能力、すなわち言語や学習能力の発

達、それによる価値や道徳感情、倫理や宗教を生みだして、自己の行動

を対象化し、規制する能力が発達したためであると考えるのである。 
道徳や宗教という人間の精神生活の起源をも、こうした生物学的基盤

から解明しようとする。『人間の本性について』（同前）第 8 章では、宗

教学や人類学、社会学の宗教研究の成果をも渉猟しながら、宗教につい

て詳細に論じている。信仰を持とうとする傾向は、人間の心の中の最も

複雑で強力な力であって、それは人間の本性（nature）の一部であるが

故に、宗教行為は普遍的な社会行動の一つである。ウィルソンが捉える

宗教は、信仰を中心としたものばかりでなく、宗教学者アントニー・ウ

ォーレスの見解をひきつつ、ネアンデルタール人の死者埋葬から今日ま

で、10 万を超える多様で多数の宗教を人類は生みだしたとし、神話を中

心に構築された信仰のみでなく、呪術や各種の儀礼、踊り、音楽、魔女

狩り、そして社会主義崇拝など現代の世俗的宗教行動を念頭に置いてい

る。そして社会学者デュルケームが指摘した、宗教行為は集団を神聖化
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するものであり、社会の核となって結合させる機能を重視する。その構

成要素にはインセストタブーなどの各種タブー、対象を聖・俗に二分す

る傾向、帰属集団への愛着、階層的な順位システム、カリスマ、指導者

崇拝、物事を記念しようとする傾向などが共通してみられ、すべてが社

会集団の範囲を限定し、その集団を神聖化し、集団内のメンバーを絶対

的な忠誠心で団結させる働きである（325）。つまり集団選択説で解明で

きる傾向が、宗教にも色濃く見られるのである。 
しかし、宗教的行為は遺伝子の影響を極めて遠回しにしか受けない、

文化的進化の産物であることが強調され、これらの宗教現象の深層を、

もっとも表層の「聖職者による選択」、信者達の情熱に強く訴える「生態

学的選択」、それらを生理的に誘導する「遺伝的選択」という自然選択の

3 段階に区分して説明する （323-327）。この説明はわかりにくいが、後

年の『知の挑戦』（1998）では、遺伝子の持つ「後生則」（エピジェネテ

ィック・ルール。後成規則とも訳す）に基づいて文化が進化するという

「遺伝子―文化共進化」論によって説明される。人間の進化でチンパン

ジーなどとも大きく異なる点は、進化の構成する環境の大部分が文化的

であることである。つまり人間行動が文化を生み出すが、また文化が人

間行動を生み出し、かつ規制したり正当化したりする。このような文化

は人間特有のものであり、環境としての文化が遺伝子と相互依存しつつ

進化していく。その際、「後生則と呼ばれる精神発達の遺伝的原則が、文

化進化をある方向に偏向させ」ていく（202）。つまり遺伝子は、文化的

表現形態の幅を規定し（これが後生則）、実際にどのような文化形態を生

むかは環境との相互作用によって決まってくる。遺伝子に基づく後生則

の複合体が、ある慣習を考案したり採用したりする素因をつくり、その

影響を受けた行動が多数の社会で収斂的に進化していくという。こうし

た慣習-文化によって進化し、後生則によって偏向した慣習-文化が文化

的普遍性と呼ばれる（204-205）。要するに、高度に発達した宗教にせよ、

そうでない宗教行為にせよ、人類の宗教は多様に見えるが、その形態や

機能には類似性がみられ、その要因は遺伝子による一定の幅を持つ生物

学的規制と環境との双方による規制の下で、聖職者、広くは信仰者が選
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択する文化的形態のバラツキによるものであるということになろう。 
 
②リチャード・ドーキンス 
「遺伝子―文化共進化」論を最初に提唱したのは、ドーキンスである。

ドーキンスはウィルソンと同様の研究をしているが、両者は重要な点で

見解が異なる。『社会生物学』と同時期に発刊された『利己的な遺伝子』

（1976）で、ドーキンスはDNA-RNA 遺伝子構造の研究成果から、突

然変異を起こし、自然選択される単位は「個体」ではなくて「遺伝子」

であると強調する。遺伝子には自己を複製していこうとする強い傾向が

あり、そうした無数の「自己複製子」を生みだす本能を象徴的に表現す

るために、それを「利己的」遺伝子と名付けた。個体は、従って単なる

遺伝子の入れ物であって、自然選択の単位ではないと、血縁選択・個体

選択説や集団選択説を採るウィルソンを否定する。 
他方、類人猿と分かれた後の人類史で、進化の速度が急激に速くなる

のは「文化」を獲得したからであるという説も、ドーキンスが強調して

いた。そして、生物学的進化の基礎となる「遺伝子」と異なる文化の自

己複製子なるものを「ミーム」と呼び、文化進化はミームの自己増殖、

変異、適応、拡張によると考え、あくまで生物学的基盤から説明しよう

とするウィルソンと対立する。 
そして宗教そのものに対しても、2001 年の同時多発テロを契機にドー

キンスは無神論者宣言をして決別し、『悪魔に仕える牧師』（2003）、『神

は妄想である』（2006）を著す。他方、ウィルソンは自分の立場を「暫

定的な理神論」と説明し、信仰や宗教的儀式は進化の産物ではあるが、

宗教を拒絶したり破棄したりすべきではなく、人間の本性をより理解す

るために科学によってさらに調査されるべきだと考えている。近年の著

書『創造』では、科学者は宗教指導者に「友人として手をさしのべる」

こと、同盟関係を構築すべきこと、「科学と宗教は世界で最も強力な力で、

生物を救うために力を合わせるべきだ」と主張している。 
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③ニューバーグ、ダキリ、ローズ『脳はいかにして〈神〉を見るか』

（2001, 邦訳 2003 年） 
人間の脳の構造の研究に加え、各部位の状態を CT-SCAN や MRI 装

置で画像化する技術は一般的になったが、さらに PET や fMRI、SPECT
等のハイテク技術のさらなる発達によって、瞬間々々の脳の動きを電子

的に把握することも可能になっている。ニューバーグたちは、こうした

最先端の脳科学の技術を活用して、宗教体験や神秘体験を明らかにしよ

うと取り組んできた。本書では、SPECT（単光子放出断層撮影法）とい

う最新式の装置を使って、瞑想に入る被験者の血流の分布を画像化し、

瞑想のピーク時に彼の脳がどんな働きをしているかを解析している。 
集積されたデータから、彼らは「方向定位連合野」と名付けた上頭頂

葉後部の活動が、感覚入力が遮断されることによって特別なモードに入

り、それが宗教的神秘体験のリアリティを支えていると推測する。さら

に、多くの被験者が語る神秘体験には、自分より大きなものに没入する

という共通点があるが、このような変性意識状態は単なる錯覚でも強す

ぎる願望が生んだ幻覚でもなく、観察可能な一連の神経学的過程と関係

していること、また変性意識状態は、普段の状態と明らかに異なってい

るものの、脳の正常な機能の範囲内にあるらしいことを突き止めた。こ

うして彼らは、「神秘体験は、科学的に解明できるリアルな生物学的過程

である」「宗教的な神秘体験は、その最も深い部分において、ヒトの生物

学的構造と密接に関係している」と主張している（20-21）。 
脳の構造、特に大脳皮質の各部位の機能を調べ、視覚連合野が視覚イ

メージを伴う神秘体験の際にも大きな役割を演じていることや、方向定

位連合野、注意連合野、言語概念連合野などが宗教体験の内容を形成す

る上で機能していることを明らかにした。その上で重要な指摘として、

ヒトの脳が進化して高度な認知力をもった結果、それ自身の存在を知覚

するようになり、ヒトは自分自身の脳が生み出す知覚について自ら考察

する能力を獲得した。ヒトは、鋭い観察力を備えた独立の自己が存在す

るように考え、それを情動や感覚や認知作用などとひとまとめにして

「心」と理解するようになったという。つまり脳が心を生み出したので
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ある（53-55）。 
そのほか興味深い指摘は多々あるが、神話や宗教的儀礼の形成にも脳

の働きが深く関与していることを説明し、宗教的体験全体が脳の神経活

動によって起こり、生物学的に基礎づけられる脳内現象であると主張す

る。宗教的体験それ自体は人間が体験するものであるから、脳などの身

体的機能が動くことは当然であり、だからと言って超越的存在そのもの

が否定されることにはならないなど、この種の研究にも問題点はあるが、

現代科学の成果として無視し得ないものがある。 
 
④ニコラス・ウェイド『宗教を生み出す本能―進化論から見たヒトと

信仰―』（2010, 邦訳 2011 年） 
英国の科学ジャーナリストである筆者が、宗教はどう進化し、なぜ存

続しているのかなどの人間の宗教行動を近年の進化生物学の成果をもと

に大胆かつ分かりやすく論じた傑作である。その要旨は、宗教行動は人

間の本能に根ざし、人類の進化に重要な役割を果たした。宗教を実践す

る集団は生存上有利だったため、宗教行動は少なくとも 5万年前、おそ

らくはもっと早い時期に私たちの神経回路に書き込まれた。宗教行動は

共通の価値と感情を伝えるシステムであり、このシステムを効果的にす

る遺伝的変異は、自然淘汰によって強化されてきた。その淘汰（選択）

は個人淘汰だけでなく、集団淘汰としても働くとして、ウィルソンの説

に依拠している。 

宗教の定義: 宗教とは、感情に働きかけ、人々を結束させる信念と実

践のシステム。そのなかで、社会は祈りと供犠によって超自然的存在と

暗黙の交渉をし、指示を受ける。神の懲罰を恐れる人々はその指示に従

い、自己の利益より全体の利益を重んじる（18）。 
宗教は人間の創造力の最高の現れという見方も出来る。音楽は脳の聴

覚を司る部分に訴える。詩は言語能力、舞踏はリズムと運動、芸術は視

覚に訴える。宗教はこれらすべての部分を刺激することによって、人の

心に生じうるもっとも深い感情を呼び起こし、自分の利益ではなく、よ

り価値のある、社会や文化や文明の健全な存続に目を向けさせる（324）。 
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古典的な宗教研究の成果も丹念に追い、宗教の原始形態を音楽と舞踏、

トランスに見出し、それらが組織化・制度化されて宗教に変容していっ

た過程をたどる。集団を結束させ、個人の利益より集団の利益を優先さ

せるのが宗教行動の原型であり、それが強い集団が集団淘汰の中で生き

のびてきた。また宗教が国家権力と結びつき、戦闘や戦争で兵士や国民

を鼓舞し、敵を悪魔と見なして徹底的に殺戮した歴史も、集団淘汰を可

能にするための宗教の機能だ。そういう宗教を生み出した集団、民族が

生き残ってきたという。 
著者は、一神教の成立に関する最近の研究をも実によく網羅し、以下

のような大胆な新説も紹介している。モーセ五書にでてくるヨシュアに

よるカナンの征服も出エジプトも実際はなかった、またモーセも後に創

作された人物である。ダビデ王の治世やソロモンの神殿建設なども考古

学的証拠はない。紀元前 622 年の神殿修理の時に「申命記」が発見され

たとなっているが、実はこの頃にモーセ五書が作成された。それはアッ

シリアに滅ぼされたかつてのイスラエル王国をユダ王国に併合するため、

それを正当化する政治的宗教的文書として作成されたのだ（173）。イエ

スは実在したが、改革しようとした正統派ユダヤ教徒の一人に過ぎない。

キリスト教は、弟子たちがユダヤ教と古代ローマ世界に広がっていた秘

教を巧みに融合させて作ったもの。イスラムの開祖ムハンマドの生涯に

ついては、なぜか歴史的な証拠が不足している。ムハンマドの実在その

ものを疑う学者もいる（318）、等々である。 
 
⑤ジェシー・ベリング『人はなぜ神を信じるのか―信仰する本能―』

（2011, 邦訳 2012 年） 
アメリカの認知心理学、発達心理学の研究者で、アーカンソー大学で

実験心理学教授、北アイルランドのクイーンズ大学の認知文化の教授を

経て、現在はコラムニストとして活躍している。 
人は、なぜ神がいると思うのか？なぜ神の心が気になるのか？なぜ私

の行為を見ている存在者がいるように感じるのか？なぜ生には目的があ

ると思うのか？なぜ偶然の出来事に意味を見いだしてしまうのか？なぜ
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死後も心が残るように思えるのか？そして、なぜ宗教はあるのか？ 
これらの問いに、ベリングは「心の理論」（theory of mind）の観点か

ら答えていく。「心の理論」とは、他者の心の状態（意図、欲求、願望、

目的、知識、思考、推測、信念、感情）を読み取る能力のことであり、

他者に共感や感情移入をしたり、他者の視点に立ってものを考えたりす

る上で基礎となる能力である。この「心の理論」は、1970 年代後半にア

メリカの心理学者プレマックがヒト以外の動物（実験ではチンパンジー）

にもそれはあるか否かを実験した際に用いた表現であり、その後広く使

われるようになった（263-264）。結論として、ヒト以外の動物には、こ

うした能力は見られず、近縁のチンパンジーさえも欠落している。ヒト

の場合も 4 歳以降に出現し、自閉症の人ではこの能力が十分に発達しな

い。ヒトだけに「心の理論」があるということは、チンパンジーと分か

れて以来の600万年間に獲得されてきた能力であると言うことができる。 
その進化の過程で、心の理論と言語の爆発的な共進化が進展した（218, 

238）。その結果、ヒトのどの文化や社会にも、宗教、神や霊、あるいは

それらに類する超自然的行為者がいる。それはヒトにしか見られない大

きな特徴の一つである。ペタツォーニの 1950 年代の研究によれば、中

心的な神々は個々の人間について―その心や魂について―何でも知って

いると考えられていること。多くの人間は、自分がたとえ他の人間に知

られていなくても、常に何らかの「他者」によって行為を監視されてい

るように思っている（389）。この他者から監視されているという意識が、

暴発的な生殖本能や攻撃性を抑制し、他の動物が持ち得ない巨大で複雑

な社会集団を維持発展させる上で不可欠な道徳性（自分の利己的な利益

よりも集団の欲求を優先させること）、他の人間との協調性をうみだした

のである。 
このような「他者としての神」を産んだのは「心の理論」であり（238）、

これらの超自然的行為者とは、実は「心の理論」によってもたらされた

（進化論的な意味での）「適応的錯覚」であると、ベリングは主張する

（264）。 
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4.おわりに 

―人間学としての宗教学― 

 

筆者は大学院時代に井門冨二夫先生から、60 年代にいち早く生物学的

研究成果を哲学的考察に導入したドイツのアーノルド・ゲーレンの哲学

的人間学を紹介された。それ以来、ゲーレンからカッシーラー、ギアツ

に至る言語や象徴・シンボルの研究による成果を少しずつ勉強し、以下

のような考えを形成してきた。 
ヒトは音声シンボルの体系である言語を発展させ、固体相互の緊密な

コミュニケーションと結合を可能にし、役割分担した集団行動によって

食料を獲得し、自集団を防衛し、非力ではありながら地上に繁栄してき

た。なかでも言語は指示する対象を区分し、差異化することで世界を区

分し、物質的自然的世界とは異なる主観的意味体系としての「世界」を

構成する。ヒトは、この「世界」の延長に、自然界には存在しない「神」

のような絶対者、超越者をも想定し、言語化し、概念化してきた。また

外界の「対象を認識する意識」とともに、自分自身をも「内なる外界」

として対象化し、自己の欲求や願望を統制しうる「自己意識」をも発達

させた。ヒトは、この諸シンボルの体系によって表象される主観的意味

世界、意識世界に生きる独特の存在様式を獲得していったのである（中

野, 2011）。 
その後、進化生物学や認知科学の急速な発展を改めて認識し、宗教の

科学的解明にまで挑んでいることを知った。この現代科学に徹した宗教

研究は、宗教体験や宗教現象を還元不可能な独自の現象であるという前

提のもとに進めてきた従来の宗教研究に対する大きな挑戦であると痛感

した。これらの成果から、現段階で言えることは以下の通りである。 

(1) 宗教は、近代主義者が重視した「信念」や「信仰」が核になって

構成されているのではなく、音楽や踊り、儀礼など、音響や身体的運動

を伴った人間の集団的運動である。宗教は過酷な環境を生き延びて、繁

栄するために、現生人類の祖先が獲得していった、集団淘汰のための適
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応戦略の産物である。つまり宗教は、他者、自然、宇宙を人格化し、そ

の「意図」を読み取ることで、道徳的行為を促し、集団を結束させて、

危険を回避し、集団で生きるために獲得した能力の産物である。それは

ベリングが主張する「心の理論」に基づく「適応的錯覚」の産物である

可能性が高い。またニューバーグたちの主張するように、宗教体験・神

秘体験も脳内現象として自然科学的にますます観察可能となるであろう。 

(2) 宗教は近代自然科学が発達する以前に、人間が発達させた希有壮

大な想像力、空想力、創造力の産物であり、人間文化の重要な一部であ

る。ゆえに宗教現象は遍在する人間文化の多様さに則しつつ、多様では

あるが普遍的現象として観察される。しかし、それはあくまで人間文化

の一部であり、宗教現象それ自体の固有性とか、普遍性の根拠にはなら

ず、宗教の特権的地位を主張するのは誤りとなる。また、宗教理念や宗

教的信念の中には、自然科学の発達によって解明された実証的知見と相

いれない宇宙論、地球や世界についての観念、人間が他の動物や生物よ

り優れているという発想、また特定の民族や人種、集団が他に優越する

という観念が未だに見受けられる。これらの根拠のない発想や観念は廃

棄されるべきであろう。 

もちろん、自然科学の方法では超越的存在や絶対他者は、存在したと

しても、その直接的証明は不可能である。もし、それらが人間の世界に

何らかの影響や刺激を与えるなら、何らかの自然現象としての痕跡を残

すはずであり、それを手掛かりに遡及して、存在を証明することも可能

となるかもしれない。しかし現段階では、そのような痕跡はなく、した

がって超越者や絶対他者の存在は人間の想像力の産物と考えざるを得な

い。もっとも、それらの存在や力を信じることは自由であるし、信じる

ことで愛や慈悲、勇気を得ることは意味あることでもある。そのような

宗教は今後も存在意義をもち、存続するとも考えられる。 

(3) 宗教学や宗教研究に突き付けてくる課題は何であろうか。新しい

地平、分野が開けてくる可能性はあるのだろうか。その一つは、宗教の

起源に関する理論の再検討であろう。かつてスペンサー、ヒューム、タ

イラーらの素朴な進化論的起源論、ヴント、オットーらの心理的起源論
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が論じられた時代があった。その後、それらの諸理論の歴史的実証が困

難であったことから、それに代わったデュルケーム、マルクス、ウェー

バーらの社会学的起源論が展開した。しかし、本稿で述べたような進化

生物学、認知科学の成果に基づいた、新しい人間学的起源論を再構成す

ることができるのではないかと考える。 

2001 年に人間の全遺伝子構造を解析するヒトゲノム計画の第一段階

が完了し、多くの成果がもたらされた。ある特定遺伝子上にダーウィン

流自然選択（淘汰）の統計学的指紋、つまり痕跡をさがす技術も画期的

に進歩し、心的機能に影響を与える発話・言語障害を生じさせる遺伝子

が自然選択によって形成された過程が明らかになったという。ピンカー

によれば、この延長に「心は自然淘汰された複数の演算器官からなる系

である」という彼の理論も実験的に検証することが可能になるかもしれ

ないという。またヒトの遺伝子は 1 万年前までの長い狩猟採集生活時代

に大きく変化したが、その後の農耕生活時代にも変化した痕跡が確認さ

れている。つまりヒトの心のメカニズムにも影響を及ぼす遺伝子などの

生物的基盤が変化し続けている可能性もある（ピンカー, 2009:上 22-24)。
とすれば、宗教心や宗教体験のあり方にも影響を与えている可能性もあ

り、かの枢軸の時代に巨大な一神教が生まれたのも生物学的適応の結果

かもしれず、その遺伝子上の痕跡も発見できるかもしれない。このよう

に宗教の誕生や宗教体験などの生物学的、または人間学的基盤を明らか

にすることは、人間が宗教の無用の桎梏、極端な選民思想や排他主義、

独善主義、狂信や盲信から解放される、または超えていく新たな地平が

開け、多様な中に人々に生きる勇気と希望、智慧を提供して、自然・宇

宙と共栄させる宗教的世界を生みだす可能性もある。進化心理学の理論

は、単なる遺伝子決定論、生物学決定論ではなく、「文化」を生み出し、

「こころ」を手に入れた人間が、その生物学的制約を超える能力をも見

ているからである（ウィルソン, 1997:24. ドーキンス, 2006:311）。 
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図 1 人類進化の系統図（三井,29などをもとに筆者作成） 

属名について：H.＝ホモ Pa.＝パラントロプス Au.＝アウストラロピテクス

Ar.=アルディピテクス Or.＝オロリン Sa.＝サヘラントロプス 
（パラントロプスをアウストラロピテクスに含める考え方もある） 

▮▮▮▮▮▮▮▮は、研究者によっては種と認めていないので、系統から省いた 
※初期三属の系統関係は不明。現在は三属に分けられているが、一つの属にまと

められるとの指摘もある 

 



 280 

 
図 2 現生人類（ホモ・サピエンス）の拡散（筆者作成） 

 
注

                                                      
(1) 人類やヒトなどの術語の定義は研究者によって若干異なるが、本論文では次

のようにする。動物学上の分類では、人間は「哺乳綱霊長目ヒト科」に分類され、

イヌやゾウなどを含む哺乳綱（類）というグループの中の霊長目、つまりサルの

仲間の一群になる。従って、広い意味でのヒトはサル・類人猿と人類を含むし、

狭い意味ではホモ・サピエンス、つまりネアンデルタール人と現代人の直接の祖

先となるホモ・サピエンス・サピエンスを指す。後者は略して現生人類とも呼ぶ。

本稿ではヒトという呼称は狭い意味で使用し、「人類」を類人猿と分岐した後の

猿人、原人を含むものとする。猿人は無毛や直立歩行などが未発達な段階であり、

原人は現代人の祖先へとつながるホモ族を指す（埴原, 25. 三井, 12-13）。 
(2) 科学的進化論は疑似科学であると否定する「創造科学」や「インテリジェン

ト・デザイン」論が提唱されているが、根本は聖書直解主義に基づく護教論的な

後付け神学に過ぎない。 
(3) 1967 年に、エドモンド・モリスが人間を｢裸の猿｣(Naked Ape)と呼んだ時、

世間から轟々たる批判を浴びた（モリス, 6-7,66-）。 
(4) 2010 年 10 月国連推計。『世界人口白書』。Wikipedia「世界人口」参照。 
(5) この用語の原語は、natural selection であり、従来は自然淘汰と訳されるこ
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とが多かったが、近年は自然選択と訳しているのが主流のようである。本論でも、

自然選択とする。 
(6) 1999 年に米国科学アカデミーは同様の態度を取っている。 
(7) バイオフィリアとは、人間の内的身体的な傾向であり、人間の本能に根ざし

た精神の最深部に潜む傾向が自然選択による適応の過程で刻み込まれる心的・身

体的傾向である。その一例として多くの民族に見られる「蛇恐怖症」があげられ

る。訳者解説では、この概念の発想は、人々と場所あるいは環境との間の、情緒

的な結びつきを指した「トポフィリア」から来ているのではないかと考察されて

いる。厳密な数学的概念ではなく、類似（アナロジー）と隠喩（メタファー）で

あるが、このようなバイオフィリア概念がもつ重要性は否定できない。 
(8) 2013 年度日本宗教学会（國學院大學）における公開講演。 
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掲載論文一覧 

 
≪特集：老いに向きあう宗教≫ 

戸松義晴・安藤泰至・司会：堀江宗正 
「超高齢社会における尊厳死─『宗教』

の立場から考える─」 

 
川島大輔 
「老いを生きる〈わたし〉、他者、宗

教―エリク・H・エリクソンを手がか

りに―」 

 
Masami Takahashi 
「高齢化と宗教の老年学的および心

理学的な考察―『生きがい』と『自分

らしさ』のダークサイド―」 

 
白波瀬達也 
「あいりん地域における単身高齢生

活と死―弔いの実践を中心に―」 

 
川又俊則 
「老年期の後継者―昭和一ケタ世代

から団塊世代へ移りゆく宗教指導者

と信者たち―」 

 

 
猪瀬優理 
「教団の維持・存続と少子高齢社会―

信仰継承に着目して―」 

 
アイリーン・バーカー 
「新宗教における高齢化の問題―老

後の経験の諸相―」（翻訳：高橋原） 

 
≪継続特集：3.11 後を拓く≫ 

川上直哉 
「3.11 以後の宗教の取組み」 

 
黒崎浩行 
「復興の困難さと神社神道」 

 
≪学術動向≫ 

中野毅 
「宗教の起源・再考―近年の進化生物

学と脳科学の成果から―」 
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